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ら（2021）は非選択性除草剤使用に
よりメヒシバなどのイネ科一年生種

（夏生）の植被率が高まるとしている。
山形県においても春期の除草剤使用に
よって畦畔の裸地化率が高くなり，草
刈りの場合と比較して一年生種の出現
が多くなっていると推測される。カメ
ムシの発生源と指摘される畦畔のメヒ
シバ（石本・岩田 2019）に着目すれ
ば，裸地条件下で出芽が盛んになり

（露崎・中川 1985），発生が一般に不
斉一でダラダラ発生する（高柳・草薙
1989）ため，畦畔除草剤の使用はメ
ヒシバの出現を促している可能性が考
えられる。今後，畦畔の植生調査を行
うことにより，除草剤使用がカメムシ
発生に及ぼす影響を推し量れる可能性
がある。

本報告では鶴岡市で草刈りのみで雑
草防除が行われている条件を分析した
が，これらは草刈りのし易さの条件で
あり，畦畔除草剤を使用しない理由と
は言えない。除草剤を使用している長
井市との比較において鶴岡市で除草剤
を使用しない理由として，作業技術的
要因以外の「草刈り管理が地域の風土
である」「環境を守る」「景観を維持す
る」との回答があった。鶴岡市の調査
地区の全圃場では草刈りのみで管理が
行われており，聞き取り対象以外でも

「草刈りが地域の習慣」または「環境」
「景観」への配慮の意識を持っている
農業者が一定程度いるものと推測され

る。鶴岡市における畦畔管理方法に対
する農業者の意識付けに関しては技術
的要因だけではなく，今後の地域農業
の方向付けのためにも社会的な要因分
析がなされることが期待される。
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沖縄県農業研究センター

荷川取　佑記

はじめに

沖縄県の離島である宮古島地域は，
県内の主要なサトウキビ生産地であ
り，2018/2019 年 期 の サ ト ウ キ ビ

（Saccharum spp. hybrids）生産量で
県全体の約 40％を占める（沖縄県糖
業農産課 2019）。サトウキビ栽培に
おいて除草作業は，管理作業全体の
約 2 ～ 3 割を占める重要な管理作業
の一つである。植付け直後あるいは株
出し処理後の除草により，雑草との養
分および光の競合を防ぐことができ，
その結果原料茎数を多く確保できる。
沖縄県のサトウキビ圃場ではアワユ
キセンダングサ（Bidens pilosa L. var. 
radiata Scherff，別名オオバナノセン
ダングサ），ムラサキカタバミ（Oxalis 

corymbosa DC.），メヒシバ（Digitaria 

ciliaris (Retz.) Koeler）等が主要雑草
である（比屋根 2017）。また，地下
拡大型多年生雑草のヒイラギヤブカラ
シ（Cayratia tenuifolia (Wight et Arn.) 
Gagnep.）のように，一旦サトウキビ
圃場に定着すると防除が困難な雑草種
もある（比屋根 2017）。難防除雑草
については定着後の防除に多大な労力
とコストがかかるため，雑草の侵入
初期に発見し対策を講じることが重
要となる（沖縄県農業研究センター 
2016）。

メキシコ原産であるトウダイグサ
科 の カ ワ リ バ ト ウ ダ イ（Euphorbia 

graminea Jacq.） は， 台 湾（Yang et 

al. 2005）あるいはイタリア（Scafidi 

et al. 2016）等，世界各地で侵入・帰
化が確認されている外来種であり，日
本においても，2004 年に沖縄県のう
るま市で最初に確認されたのち，沖
縄本島中部の広い範囲に広がってい
るとされている（植村ら 2010）。近
年，宮古島地域でも本種の帰化が報告
されている（佐藤ら 2020）が，生育
状況などの詳細は明らかにされていな
い。著者らは，宮古島地域の各所でカ
ワリバトウダイの帰化を観察し，サト
ウキビ圃場への侵入も確認している
が，これまでカワリバトウダイが国内
の農耕地で繁殖し，雑草となっている
とした報告はない。そこで，宮古島地
域でのサトウキビ圃場におけるカワリ
バトウダイの分布状況およびその推移
を把握するため，標本調査，過去に行
われた植生調査の確認を実施した。ま
た 2017 ～ 2018 年および 2019 年の
2 回に渡って現地における分布調査を
行った。その結果，短期間で急速に分
布拡大をしており，今後サトウキビ圃
場における主要な雑草の一つになる可
能性があると考えられたため，ここに
報告する。なお本稿の内容は荷川取ら

（2021）を再構成したもので，著者が
沖縄県農業研究センター宮古島支所在
籍時に実施したものである。

1. 標本調査

宮古島地域での侵入時期あるいは最
初の定着場所を特定するために，国内
外のトウダイグサ科標本が多く収蔵さ
れている福島大学貴重資料保管室植物

標本室 FKSE にて標本調査を行った。
また，採集者から当時の状況に関する
聞き取り調査を行った。なお，沖縄県
内の標本の多くが保管されている琉球
大学理学部植物標本室（RYU）には
本種の標本はなく，同大学教育学部植
物標本室（URO）（立石・齊藤 2014）
には 2010 ～ 2014 年に沖縄本島中南
部で採集された標本が保管されていた
が，宮古島産の標本はなかった（米倉・
天野 私信）。標本調査の結果， FKSE
には，2007 年に宮古島市平良下里で
採集された 2 枚の標本（FKSE62763, 
121525）（ 図 -1） お よ び，2018 年
に宮古島の 3 箇所で採集された 3 枚
の標本が保管されていた。2007 年の
標本採集者によると，採集場所（図
-2）は平良港から 100 m 程の畑作圃
場（現在は歩道沿いの花壇）であり，
採集した当時にはカワリバトウダイは
宮古島内でこの地点でのみ見られたと
のことであった（川上 私信）。これよ
りも前に宮古島地域でカワリバトウダ
イが確認された記録もないため，本種
は 2007 年頃に平良港の隣接地が最初
の侵入・定着地と思われた。従って，
2007 年当時は宮古島地域のサトウキ
ビ圃場に本種は未侵入であったと考え
られた。

2. 植生調査の確認

2010 ～ 2015 年に，沖縄県内全域
のサトウキビ圃場における雑草の発生
実態を把握するために植生調査が行わ
れ，その結果の一部が公表されている

沖縄県宮古島地域のサトウキビ圃場
における外来雑草カワリバトウダイ

（Euphorbia graminea Jacq.）
の侵入・定着状況
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（沖縄県農業研究センター 2016）。宮
古島地域での調査は 2012 年 12 月 11
日から2015年6月6日の間に実施し，
池間島を除く宮古島地域のサトウキビ
圃場147か所を対象に，高江洲（2009）
に準じて各圃場全体の面積，全植被率，
雑草植被率，群落高，優占種とその草
高および発生草種についての Braun- 
Blanquet 法の被度階級を記録した。
同調査のデータから，宮古島地域にお
けるカワリバトウダイの記録を抽出し
た（調査時は " ユーフォルビア " と記
録）。本調査では，調査場所 142 圃場
を示す地名あるいは近隣施設について
地理院地図（国土地理院ウェブサイト）
上で記されている箇所の位置情報を取
得し，各圃場の大まかな位置を特定し
た。対象圃場の内，同一地名のデータ
群については 1 調査地点とし，計 32
地点の情報を得た。なお，同一地点内
にカワリバトウダイを確認した圃場が
一つでも含まれる場合は，確認地点と
した。

本植生調査において，2013 年 1 月
18 日に宮古島南部の 5 圃場，2014
年 11 月 28 日に宮古島中央部の空港
近くの 2 圃場，2015 年 6 月 6 日に宮
古島地域の離島である伊良部島の 1 圃
場，計 8 圃場でカワリバトウダイが
記録されていた（表 -1，図 -3）。これ
ら 8 圃場のうち，本種が優占種であっ
たのは宮古島南部で確認した１圃場
のみであり，被度は 2（25 ～ 50％），
草高は 40cm であった。

サトウキビ圃場への侵入について，
2011 年には宮古島北端付近にて確認

図 -1　宮古島地域のカワリバトウダイ
a：2007年に宮古島地域で最初に確認されたカワリバトウダイの標本（FKSE62763）
b：カワリバトウダイの花序
c：サトウキビ圃場で繁茂するカワリバトウダイ（2017年 11月 6日撮影）

 
図 -2　宮古島地域における地区の区分

図中の●印は，2007 年に宮古島地域で初めてカワリバトウダイを確認した位置（北緯
24.804112，東経 125.274439）。
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されていることから（髙江洲 私信），
2008 年から 2011 年の間に本種が平
良港付近から分布を広げ，その際にサ
トウキビ圃場内にも侵入したと考えら
れた。

3. 現地における分布調査

宮古島地域におけるカワリバトウ
ダイの分布調査を 2 回実施した。1 回
目 の 調 査 は 2017 年 11 月 6 日 か ら
2018 年 1 月 22 日 に（2017 年 度 調
査），2 回目の調査は 2019 年 6 月 10
日から 6 月 24 日に（2019 年度調査）
それぞれ実施した。2 回の調査の間
で，調査時期の違いに伴って，栽培型
毎のサトウキビの生育ステージは異な
る。サトウキビの栽培型は春植え・夏
植え・株出しの 3 つに分けられる（沖
縄県糖業農産課 2014）。2017 年度調
査では，当年植え付けの夏植え圃場で
生育初期（サトウキビ茎長約 80cm），
春植え圃場，株出し圃場および前年植
え付けの夏植え圃場は収穫適期であっ
た。2019 年度調査では，春植え圃場
および株出し圃場は生育初期，前年植
え付けの夏植え圃場は生育盛期（茎長
約 160cm）であった。なお，事前の
観察からカワリバトウダイの幼植物か
ら成植物は時期やサトウキビの生育ス
テージによらずほぼ通年見られた。

調査範囲は，2 回の調査のいずれも
宮古島（平良地区，上野地区，下地地

調査圃場数 (a) 確認圃場数 (b) b/a×100 調査圃場数 (a) 確認圃場数 (b) b/a×100 調査圃場数 (a) 確認圃場数 (b) b/a×100
池間島 - - - 13 0 0.0 8 0 0.0
伊良部島 49 1 2.0 79 12 15.2 205 24 11.7
平良 44 2 4.5 168 22 13.1 277 45 16.2
下地 9 2 22.2 70 36 51.4 68 28 41.2
上野 6 3 50.0 50 36 72.0 59 48 81.4
城辺 31 0 0.0 118 33 28.0 231 36 15.6
来間島 3 0 0.0 10 0 0.0 14 0 0.0

合計 142 8 5.6 508 139 27.4 862 181 21.0

表-1 宮古島地域のサトウキビ圃場におけるカワリバトウダイの確認状況

2012年12⽉〜2015年6⽉のデータは未公表の植⽣調査の記録から抽出したもの。
2017年11⽉〜2018年1⽉および2019年6⽉のデータは分布調査による。

地区
2012年12月～2015年6月 2017年11月～2018年1月 2019年6月

表 -1　宮古島地域のサトウキビ圃場におけるカワリバトウダイの確認状況

図 -3　宮古島地域におけるカワリバトウダイを確認したサトウキビ圃場の分布の変遷
	a：2012年 12月～ 2015年 6月　b：2017年 11月～ 2018年 1月　c：2019年 6月
●：カワリバトウダイ確認圃場	○：カワリバトウダイ未確認圃場
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区，城辺地区）および多良間島と大神
島を除く各離島（伊良部島地区，池間
島地区および来間島地区）とした（図
-2）。調査方法は，500m ～ 1km の間
隔毎にサトウキビ圃場を無作為に選
び，調査圃場の位置情報およびカワリ
バトウダイの有無を記録した。2017
年 度 は 508 圃 場，2019 年 度 は 862
圃場をそれぞれ調査した。２回の調査
において対象とした圃場は，一部重な
る可能性があるが，おおむね異なる
と判断した。各調査圃場の面積は約 5
～ 10a 程度であり，圃場周辺部の枕
地は約 1 ～ 3a 程度であった。圃場周
辺部から目視できる範囲内を確認し，
カワリバトウダイの侵入・生育が 1
個体でも確認された場合を確認圃場と
した。

現地調査での調査圃場における位置
情報を 3 次メッシュコードに変換し，
同一区画毎に分類して，確認圃場数の
推移を取りまとめた。

現地調査において，2017 年度調査

および 2019 年度調査のいずれにおい
ても，サトウキビの栽培型および生
育ステージによらず草高 10 ～ 40cm
のカワリバトウダイが確認された。
2017 年度調査では，調査した 508 圃
場中 139 圃場において，2019 年度調
査では 862 圃場中 181 圃場において
本種の侵入・生育を確認し，宮古島全
地区および伊良部島地区のサトウキビ
圃場で本種が定着していることが明ら
かとなった（表 -1，図 -3）。宮古島の
各地区において，特に確認圃場率が高
かった地区は同島南部の上野地区で
あり，2017 年度の確認圃場率は 72.0 
%，2019 年度では 81.4 % であった

（表 -1）。3 次メッシュコードにおい
て，2 回の調査の内，1 回でもカワリ
バトウダイを確認した区画は宮古島全
域および伊良部島に広く分布していた

（図 -4）。一方，2 回とも確認した区
画は宮古島の南部に集中していた。ま
た，宮古島南東部および伊良部島では，
2019 年度調査において，侵入が新規

に確認された区画が多かった。池間島
および来間島では，2017 年度調査お
よび 2019 年度調査においてそれぞれ
累計で 21 圃場および 24 圃場を調査
したが，本種の侵入を確認できなかっ
た。

上野地区では，2013 年の植生調査
にもサトウキビ圃場でカワリバトウダ
イが確認されており，うち 1 圃場で
本種が優占していた。また，同地区で
は 2017 年度調査および 2019 年度調
査の両方とも確認圃場率が特に高く，
宮古島地域内において比較的早い時期
に本種がサトウキビ圃場へ侵入・定着
した地域と考えられた。同地区では，
2019 年時点において多くの圃場に本
種の侵入・定着が確認されており，サ
トウキビ栽培の管理作業に伴う機械の
移動により，周辺圃場への拡散が頻繁
に生じている可能性が高い。一方，宮
古島の南東側では，2013 ～ 2015 年
の植生調査では確認できず，2019 年
度調査のみで確認した圃場を含む区画
が多かった。したがって，この地域で
は 2017 年以降に本種が侵入してそれ
以降に拡散したと考えられた。

宮古島の離島である伊良部島につい
ては，2013 ～ 2015 年の植生調査で
は，サトウキビ圃場において 49 圃場
中，1 圃場のみでカワリバトウダイの
生育が確認された。しかし，2017 年
度調査と 2019 年度調査では島全域で
確認され，また 2019 年度には新規に
生育を確認した区画も多かったことか
ら，この間に急速に拡散したと考えら
れる。一方，池間島および来間島は，

図 -4　2017年度調査および2019年度調査における宮古島地域のカワリバトウダイ分布状況
	 各アイコンは第3次メッシュの左下座標を示している。
	 ■：2017度調査および2019年度調査の両方で確認
	 ●：2019年度調査のみ確認（2017度調査では未確認）
	 ▲：2019年度調査のみ確認（2017度調査では調査を未実施）
	 ○：2017年度調査のみ確認（2019度調査では未確認）
	 △：2017年度調査のみ確認（2019度調査では調査を未実施）
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伊良部島と同様に宮古島の離島である
が，2017 年度調査および 2019 年度
調査ではいずれもカワリバトウダイ
の生育が確認できなかったことから，
2019 年時点で２島にはカワリバトウ
ダイは未侵入と考えられた。伊良部島，
池間島，来間島への侵入経路および今
後の推移については，各島のサトウキ
ビ関連産業の面積および橋梁の交通量
等の観点から，検討する必要がある。

4. おわりに

本調査によって，宮古島地域のサト
ウキビ圃場におけるカワリバトウダイ
の分布状況が明らかとなった。2007
年に初めて侵入が確認されてから 5 年
ほどの間に分布を拡大するとともに，
その一部はサトウキビ圃場に侵入し
て 10 年ほどで一部の離島を除くほぼ
全域に拡散し，その結果宮古島地域に
おけるサトウキビ圃場数の 20 ～ 30%
で侵入が確認されるまでに至った。本
調査結果から，宮古島地域ではカワリ
バトウダイが既にサトウキビ圃場にお
ける主要な雑草の１種となっていると
考えられた。2020 年時点における本
種の確認記録は沖縄本島および宮古島
地域のみであるが，他の地域にも侵入
している可能性が高いことから，各地
域の状況確認は急務である。また，特
に宮古島地域において短期間で急速に

分布拡大をしていることから，他の地
域においてもサトウキビ圃場の主要雑
草となる可能性があり，注視していく
必要がある。

本種の生態的特性に関する報告はこ
れまでに見られず，沖縄地域における
出芽時期，開花迄期間，種子の発芽特
性および栄養繁殖の実態等は明らかに
されていない。2021 年以降，沖縄本
島の南部地域のサトウキビ圃場でもカ
ワリバトウダイの生育を確認してお
り，着実に分布を広げている。一方で，
本種に有効な除草剤を明らかにするな
ど，防除技術の確立に向けた取り組み
も進めている。今後はカワリバトウダ
イがサトウキビ生産に及ぼす影響を把
握するために，定点調査による推移あ
るいは定期的に成植物と幼植物の量を
調査し季節変動を明らかにするなど，
サトウキビ圃場内における本種の生活
史を解明し，サトウキビ栽培の管理体
系ならびに雑草防除体系との関係を調
査して有効な防除技術を早急に確立さ
せる必要がある。
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区，城辺地区）および多良間島と大神
島を除く各離島（伊良部島地区，池間
島地区および来間島地区）とした（図
-2）。調査方法は，500m ～ 1km の間
隔毎にサトウキビ圃場を無作為に選
び，調査圃場の位置情報およびカワリ
バトウダイの有無を記録した。2017
年 度 は 508 圃 場，2019 年 度 は 862
圃場をそれぞれ調査した。２回の調査
において対象とした圃場は，一部重な
る可能性があるが，おおむね異なる
と判断した。各調査圃場の面積は約 5
～ 10a 程度であり，圃場周辺部の枕
地は約 1 ～ 3a 程度であった。圃場周
辺部から目視できる範囲内を確認し，
カワリバトウダイの侵入・生育が 1
個体でも確認された場合を確認圃場と
した。

現地調査での調査圃場における位置
情報を 3 次メッシュコードに変換し，
同一区画毎に分類して，確認圃場数の
推移を取りまとめた。

現地調査において，2017 年度調査

および 2019 年度調査のいずれにおい
ても，サトウキビの栽培型および生
育ステージによらず草高 10 ～ 40cm
のカワリバトウダイが確認された。
2017 年度調査では，調査した 508 圃
場中 139 圃場において，2019 年度調
査では 862 圃場中 181 圃場において
本種の侵入・生育を確認し，宮古島全
地区および伊良部島地区のサトウキビ
圃場で本種が定着していることが明ら
かとなった（表 -1，図 -3）。宮古島の
各地区において，特に確認圃場率が高
かった地区は同島南部の上野地区で
あり，2017 年度の確認圃場率は 72.0 
%，2019 年度では 81.4 % であった

（表 -1）。3 次メッシュコードにおい
て，2 回の調査の内，1 回でもカワリ
バトウダイを確認した区画は宮古島全
域および伊良部島に広く分布していた

（図 -4）。一方，2 回とも確認した区
画は宮古島の南部に集中していた。ま
た，宮古島南東部および伊良部島では，
2019 年度調査において，侵入が新規

に確認された区画が多かった。池間島
および来間島では，2017 年度調査お
よび 2019 年度調査においてそれぞれ
累計で 21 圃場および 24 圃場を調査
したが，本種の侵入を確認できなかっ
た。

上野地区では，2013 年の植生調査
にもサトウキビ圃場でカワリバトウダ
イが確認されており，うち 1 圃場で
本種が優占していた。また，同地区で
は 2017 年度調査および 2019 年度調
査の両方とも確認圃場率が特に高く，
宮古島地域内において比較的早い時期
に本種がサトウキビ圃場へ侵入・定着
した地域と考えられた。同地区では，
2019 年時点において多くの圃場に本
種の侵入・定着が確認されており，サ
トウキビ栽培の管理作業に伴う機械の
移動により，周辺圃場への拡散が頻繁
に生じている可能性が高い。一方，宮
古島の南東側では，2013 ～ 2015 年
の植生調査では確認できず，2019 年
度調査のみで確認した圃場を含む区画
が多かった。したがって，この地域で
は 2017 年以降に本種が侵入してそれ
以降に拡散したと考えられた。

宮古島の離島である伊良部島につい
ては，2013 ～ 2015 年の植生調査で
は，サトウキビ圃場において 49 圃場
中，1 圃場のみでカワリバトウダイの
生育が確認された。しかし，2017 年
度調査と 2019 年度調査では島全域で
確認され，また 2019 年度には新規に
生育を確認した区画も多かったことか
ら，この間に急速に拡散したと考えら
れる。一方，池間島および来間島は，

図 -4　2017年度調査および2019年度調査における宮古島地域のカワリバトウダイ分布状況
	 各アイコンは第3次メッシュの左下座標を示している。
	 ■：2017度調査および2019年度調査の両方で確認
	 ●：2019年度調査のみ確認（2017度調査では未確認）
	 ▲：2019年度調査のみ確認（2017度調査では調査を未実施）
	 ○：2017年度調査のみ確認（2019度調査では未確認）
	 △：2017年度調査のみ確認（2019度調査では調査を未実施）
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伊良部島と同様に宮古島の離島である
が，2017 年度調査および 2019 年度
調査ではいずれもカワリバトウダイ
の生育が確認できなかったことから，
2019 年時点で２島にはカワリバトウ
ダイは未侵入と考えられた。伊良部島，
池間島，来間島への侵入経路および今
後の推移については，各島のサトウキ
ビ関連産業の面積および橋梁の交通量
等の観点から，検討する必要がある。

4. おわりに

本調査によって，宮古島地域のサト
ウキビ圃場におけるカワリバトウダイ
の分布状況が明らかとなった。2007
年に初めて侵入が確認されてから 5 年
ほどの間に分布を拡大するとともに，
その一部はサトウキビ圃場に侵入し
て 10 年ほどで一部の離島を除くほぼ
全域に拡散し，その結果宮古島地域に
おけるサトウキビ圃場数の 20 ～ 30%
で侵入が確認されるまでに至った。本
調査結果から，宮古島地域ではカワリ
バトウダイが既にサトウキビ圃場にお
ける主要な雑草の１種となっていると
考えられた。2020 年時点における本
種の確認記録は沖縄本島および宮古島
地域のみであるが，他の地域にも侵入
している可能性が高いことから，各地
域の状況確認は急務である。また，特
に宮古島地域において短期間で急速に

分布拡大をしていることから，他の地
域においてもサトウキビ圃場の主要雑
草となる可能性があり，注視していく
必要がある。

本種の生態的特性に関する報告はこ
れまでに見られず，沖縄地域における
出芽時期，開花迄期間，種子の発芽特
性および栄養繁殖の実態等は明らかに
されていない。2021 年以降，沖縄本
島の南部地域のサトウキビ圃場でもカ
ワリバトウダイの生育を確認してお
り，着実に分布を広げている。一方で，
本種に有効な除草剤を明らかにするな
ど，防除技術の確立に向けた取り組み
も進めている。今後はカワリバトウダ
イがサトウキビ生産に及ぼす影響を把
握するために，定点調査による推移あ
るいは定期的に成植物と幼植物の量を
調査し季節変動を明らかにするなど，
サトウキビ圃場内における本種の生活
史を解明し，サトウキビ栽培の管理体
系ならびに雑草防除体系との関係を調
査して有効な防除技術を早急に確立さ
せる必要がある。
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